
〇地区職業奉仕委員会
比留間 孝司 地区職業奉仕委員

・第3回地区職業奉仕委員会 公開講座のご案内
日時：2014年5月16日（金）

18時開場 18:30～20:00
会場：東京商工会議所 7階 国際会議場

東京都千代田区丸の内3-2-2
TEL03-3283-7680

講演内容：「渋沢栄一から読み解く21世紀の経
営者精神・これからのロータリー」

講師：一橋大学院商学研究科 教授 田中一弘氏
登録料：お一人2,000円

〇国際大会プロジェクト委員会 田中 伸彦 会長
第1回国際プロジェクト委員会開催の案内
日時：2014年5月9日（金）18:00～
会場：未定 後日お知らせ致します。
委員の方は出席をお願い致します。

Ｒ Ｉ 会 長 ロン Ｄ・バートン

第２０３５回

例 会

２０１４．４．２３

東 京 武 蔵 村 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ テ ー マ国 際 ロ ー タ リ ー 第 ２ ５ ８ ０ 地 区

2 0 1 ３ - 1 ４年度 国際ロータリーテーマ

第 ４ ２ 代 ク ラ ブ 会 長 田 中 伸 彦

ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を

2 0 1 3- 1 4年度 ガバナー 吉田 建二

本日の例会

卓話 地区研修協議会報告②

創立50周年を目指し、
新しい一歩を踏み出そう

国際ロータリー第２５８０地区（東京・沖縄）

Tokyo-Musashimurayama Rotary Club
東 京 武 蔵 村 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

週 報 №２０３４

（ 2 0 1 4 年 4 月 1 6 日 ）

４月は雑誌月間です。

第 2 0 3 4 回 例 会 報 告
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次回例会案内 【5月14日 (水 )】

全員クラブ協議会

職業奉仕12章 「自分の職業の水準と品位を高める努力は職業奉仕だ」

司会 原田 友義 副ＳＡＡ（会場運営委員）

幹事報告 （ 酒寄 好夫 幹事 ）

出席報告続き…

○メークアップ 第2032回例会
志々田 陽介 会員（東大和ＲＣ）
藤野 豊 会員（地区研修協議会）

○出席免除会員
栗原 高明 会員 榎本 昭 会員
比留間 重次 会員（入院 白内障手術）

（ 見延 壽昭 会場運営委員長 ）出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

32名 27名 93.10% 83.33％→90.00%

会務報告 （ 田中 伸彦 会長 ）

奉仕の理想
ソングリーダー（ 網代 稔 会員 ）

斉 唱

○地区ローターアクト 第45回 年次大会の案内
・6月14日（土）13:30 登録受付 14:00～
・ホテルラングウッド
＊申し込み〆切 5月10日（土）

○ハイライト よねやま 169を頂きました。

○地区納めの会の案内
・6月27日（金）18:00～
・ハイアットリージェンシー東京
＊申し込み〆切 6月20日（金）

○市民まつり実行委員会委員推薦の依頼が届いてい
ます。

＊4月16日までに
4月30日（水）午後7時より市役所401号室にて全
体会開催

○平成26年度北多摩西部消防少年団卒入園式の案
内
4月20日（日）武蔵村山市民会館 展示室

○例会臨時変更
・臨海東ＲＣ

6月3日→特別休会（国際大会参加のため）

○江戸川ロータリークラブより
創立50周年記念誌を頂きました。

○インターアクト年次大会報告書を頂きました。

（ 田中 伸彦 会長 ）点 鐘

委員会報告

卓 話

「地区研修協議会報告①」
比留間 孝司 副会長、宮﨑 茂夫 会員、

藤野 豊 会員、野島 征 会員



◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １
T E L 0 4 2 (5 2 0 ) 3 2 5 1 F A X 0 4 2 (5 2 0 ) 3 2 5 2
Ｅメールアドレス ｔ－ｍｍｒｃ＠ｃ ｒｅｓｔ . ｏｃ ｎ . ｎｅ . ｊｐ

◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 田中 伸彦 ◎ 幹 事 酒寄 好夫
○ 副会長 比留間孝司 ○ 副幹事 網代 稔
□ クラブ会報委員長 宮﨑 茂夫 副委員長 倉内 淳

委 員 網代 雅男、野島 征、小林 邦雄、松村 慎一

田中伸彦会長・酒寄好夫幹事⇒先日の親睦旅行では内野委
員長はじめ皆様大変お世話になりました。楽しい旅行をあ

りがとうございました。
比留間孝司会員、網代稔会員⇒昨日の地区研修協議会には

ご担当の皆様の参加を頂き有難うございます。次年度ご協

力よろしくお願い申しあげます。

栗原高明会員⇒お見舞ありがとうございました。おかげ様
で手術も成功し退院しました。現在自宅療養しています。

近いうちにロータリークラブにも、戻りたいと思います。
比留間一康会員⇒今月26日で73歳です。お祝ありがとうご

ざいます。

◆ 今回計３７ ,０００円 累 計 １,２３７,５００円

ニコニコＢＯＸ

卓 話 地区研修協議会報告①

○会長・幹事部門 比留間 孝司 次年度会長
1.開会挨拶 議事進行役 次年度地区幹事 吉田 秀得
2.挨拶 2013-14 ガバナー 吉田 建二
3.挨拶 ガバナーエレクト 鈴木 孝雄
4.クラブ会長・クラブ幹事の任務について

地区研修リーダー 上野 操
「ロータリーを知る・学ぶ」

5.討論・質疑応答
（ｸﾗﾌﾞ会長ｴﾚｸﾄ・ｸﾗﾌﾞ幹事ｴﾚｸﾄからの質問に、次

年度ｶﾞﾊﾅｰ補佐・地区研修ﾘｰﾀﾞｰが回答）
討論コーディネーター 地区研修協議会実行委員長

林 茂男
6.次年度地区予算の承認 次年度地区財務委員長

小林 豊
7.ガバナー公式訪問について 次年度地区幹事

吉田 秀得
8.部門別会議終了の挨拶 次年度地区幹事

吉田 秀得

○地区クラブ奉仕部門 宮﨑 茂夫 会員
地区クラブ奉仕委員長 佐藤 文則 氏 (東京四谷ＲＣ)
1.次年度 鈴木孝雄ガバナーの活動方針

地区の現状
1）会員数の減少

全世界：120万人（最大124万人）
日 本： 8.9万人（ 〃 13万人）
地 区： 3026人（ 〃 4903人）

2）ロータリーの活動のあり方が問われている
そこで、
① 自らの入会当時の事を思い出してみよう
② ＲＣの存在を知らしめよう
③ それを会員増強に繫げよう

・地区クラブ奉仕委員会の位置づけ
1.クラブ奉仕委員会は、ロータリーの樹に例えるな

らば、職業奉仕が中心でこれが幹に当たり、すく
すく伸びる枝が、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉
仕となる。クラブ奉仕は、それらを支える根っこ
の部分に当たる。したがって、クラブの確固たる
土台を作るには、① 会員増強と退会防止

2.楽しくなければロータリーじゃない。卓話の充実、
会員相互の理解と親睦を深め、例会や奉仕活動に
積極的に参加できる雰囲気づくり。②例会に出る
のが楽しくなるクラブ運営

3.一業種一会員の基本に戻り、職業分類を見直し、
新分野職種の会員増強が「クラブの楽しい力」に
なります。よって、人脈づくり、人づくりである
から③クラブの活性化＝人脈づくり＝ロータリー
の人づくり

・クラブ奉仕委員会の活動方針
1.地域特性を考慮して職業分類を見直し、会員増強、

退会防止に努力。卓話をはじめとした例会の充実
とクラブの活性化。

2.ＲＣの活動を周知、理解してもらう行動を継続し
ましょう。

具体的には「ロータリーの友」「2580地区の情報ツー
ルの活用」、メールの活用、「クラブ単位で公共性イ
メージ発信」「ホームページの立ち上げ」「地区の卓
話者リスト配布、及び活用」

○職業奉仕部門 藤野 豊 会員
1.何故職業奉仕なのか

一業種一名の原則は崩れた。無職のロータリアンも
居る。

2.ロータリアン個々人の職業を通しての奉仕活動
若者の育成。職業人育成。職業論理の向上。
事業継続こそ奉仕の第一歩。

3.親睦はロータリーの活動の原点
地区委員会も親睦を重視。
その為には、先ず出席すること。

4.地区委員会に出席しているクラブ委員長の使命
自クラブへ伝達すること、させること。
自クラブでの職業奉仕の勉強会を設営すること。

○社会奉仕部門 野島 征 会員
・次年度ＲＩ会長の方針 “ロータリーに輝きを”

ゲイリーＣ.Ｋホアン会長
地区のクラブが活性化（輝く）するには地域に密着し
た社会奉仕を…。

・『ロータリーらしい地域社会奉仕』の指針
1992年「決議92-286」(ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ宣言)
社会奉仕に関する声明ということで現在の指針となる
1）地域社会内の奉仕の機会を定期的にニーズ調査を

する。
2）会員のたぐいまれなる職業上の能力や趣味の力を

活かすこと。
3）地域ニーズを汲み。地域内のクラブの立場や力量

を勘案して始めること。
4）インターアクト、ローターアクトその他のグルー

プと緊密に協力すること。
5）社会奉仕プロジェクトが一般の人々に十分に認め

られるようにすること。
6）地域団体他の奉仕団体に継続中のプロジェクトを

委譲
・社会奉仕プロジェクトを成功するためには地区補助金

を活用しましょう！
ロータリー財団新地区補助金の一般的条件
①人道的、教育的活動を支援するものです。
②ロータリー財団の使命に沿ったものでなければなり

ません。
③ロータリアンの直接参加を含むことが必要です。
④地区補助金の「授与と受諾の条件」に従うことが必

要です。
⑤地区の年度ごとの新地区補助金支援基準に合致して

いる。
⑥地区の補助金管理セミナーに出席していることが必

要です。
2014-15年度の地区補助金支援基準（計画）

募集期間 2014年7月1日～9月30日
面 談 10月又は11月
地区選考結果 12月発表
2015年6月か7月にＲ財団本部結果発表その後1年
間で遂行する。

・2580地区社会奉仕委員会の推奨するテーマは
環境保全『人と自然との共生』『防災から減災へ、ロー
タリーは何ができるか？』
3.11から3年、今こそ『人と自然が共に生きる』こと
を真剣に考えましょう。大震災に備えるため、守りき
る防災から、少しでも被害を少なく生き延びる減災へ
のソフト面を考えるネットワークを作りましょう。
人道的なプロジェクトとしてクラブが取り上げること
が出来ます。ロータリアンとして家族が、会社や事業
所が減災を考える、ＲＣが地域の人々や近隣のクラブ
と一緒にネットワークを作る、日本の地区がガバナー
会などを通じて減災のネットーワークを考える、同時
に3.11での被災者への気持を風化せず、支援をできる
限り続ける、
「ロータリー希望の風奨学金」への支援活動等。

（ 松村 慎一 親睦委員 ）


